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「
新
年
を
迎
え
て
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新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
旧
年
中
は
、
本
校
の
教
育
活
動
や
環
境
整
備
等
、
ご
理
解
と
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
年
の
干
支
は
、巳
（
へ
び
）
。巳
年
は
、再
生
と
変
革
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。蛇
が
脱
皮
を
繰
り
返

し
て
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
、巳
年
は
、古
い
価
値
観
や
習
慣
を
手
放
し
、新
し
い
自
分
に
生
ま
れ
変
わ
る

チ
ャ
ン
ス
の
年
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。過
去
に
は
、冷
戦
の
象
徴
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
（
一
九
八
九
年
）
や
ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
（
二
〇
〇
一
年
）
も
巳
年
に
起
こ
り
ま
し
た
。当

時
の
大
き
な
衝
撃
と
と
も
に
、そ
の
後
の
世
界
情
勢
に
大
き
な
影
響
や
変
革
を
与
え
ま
し
た
。二
〇
二
五

年
の
今
年
は
、日
本
で
は
、大
阪
・関
西
万
博
や
世
界
陸
上
東
京
大
会
な
ど
大
き
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。大
阪
・関
西
万
博
で
は
、各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
近
未
来
の
世
界
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
界
陸
上
で
は
、世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
と
と
も
に
新
た
な
記
録
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。こ
こ
甑
島
で
は
、鹿
島
の
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、里
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
古
代
の
ロ
マ
ン
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
一
年
、実
り
多
き
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
里
中
学
校
で
は
、
一
月
八
日
に
始
業
式
を
行
い
、
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
転
入
生
を
迎

え
、
二
〇
二
五
年
は
、全
校
生
徒

人
、
職
員

人
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。始
業
式
で
は
、 
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生
徒
た
ち
に
次
の
よ
う
な
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　
三
学
期
は
、
一
年
間
の
締
め
く
く
り
と
次
年
度
へ
の
準
備
の
学
期
で
す
。
そ
こ
で
、
各
学
年
の
み

な
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
１
年
生
は
、
「
先
輩
」
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
四
月

に
入
学
し
て
く
る
新
入
生
の
模
範
と
な
れ
る
よ
う
、
勉
学
・
学
校
生
活
・
身
な
り
・
あ
い
さ
つ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
教
え
ら
れ
る
立
場
か
ら
、
教
え
る
立
場
に
な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

  

２
年
生
は
、
最
上
級
生
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
力
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
一
番
苦

労
し
て
、
人
の
た
め
に
働
く
姿
が
人
を
惹
き
つ
け
ま
す
。 

す
で
に
新
生
徒
会
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
里
中
学
校
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
で
新
し
い
里
中
を
創
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
３
年
生
は
、
い
よ
い
よ
進
路
希
望
を
実
現
す
る
時
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
最
善
の
努
力
を
し
て
く

だ
さ
い
。
先
生
方
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
周
り
に
い
る
人
達
の
力
を
ど
ん
ど
ん
借
り
て
く
だ
さ

い
。
と
、
同
時
に
「
卒
業
」
、
「
島
立
ち
」
を
迎
え
る
日
ま
で
、
里
中
学
校
の
最
上
級
生
と
し
て
の
姿

を
後
輩
た
ち
に
見
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

　
各
学
級
で
は
、
今
年
一
年
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
目
標
を
立
て
た
り
、
抱
負
を
漢
字
一
文
字
で
表
し
た
り
し
ま
し
た
。
本
年
も
里
中
学
校
を
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　窓

際
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

　
　
　
　黒
柳
徹
子 

小
さ
い
こ
ろ
、母
が
寝
る
前
に
毎
晩
少
し
ず
つ
読
み
聞
か
せ
を

し
て
く
れ
た
本
で
す
。ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
共
感
で
き
る
こ
と
が

多
か
っ
た
私
は
、す
ぐ
に
こ
の
本
の
虜
と
な
り
ま
し
た
。自
分

の
特
性
と
う
ま
く
付
き
合
え
る
環
境
や
考
え
方
が
で
き
る
と

自
分
の
得
意
な
道
で
だ
れ
よ
り
も
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
一
冊
で
す
。 

お薦めの一冊 

中野さおり先生

しんどい時に心と体を守る～人権教室 
 子供を取り巻く環境が大きく変化する中で、困っ
たことがあっても「助けて」が言えない、SOSが出せ
ない子供が多く存在することから、本校でも、12月
11日に本校スクールカウンセラーの松尾治子先生によ
る「しんどい時に、心と体を守る方法」というテーマで講
演をしていただきました。 
　 授業後、生徒の感想から、「これからは自分の心
にも耳を傾けて、心と体の健
康を守りたい。」「「怒り」も含
めた自分の感情を大切にし、
つらい時は抱え込まずに、誰
かに話すこと､また、友達の変
化 に 気 付 け る よ う に な り た
い。」と気付きがありました。

２学期学校評価について 

 12月にご協力いただきました「学校評価アンケー
ト」の結果の概要をお知らせいたします。記述いただ
いたご意見を含め、職員全体で熟議し、引き続き改
善を図って参ります。（4.0満点） 
【生徒】 
〇学校生活に満足していますか。3.7 

〇授業の中で先生から目標（めあて・ねらい）が示さ
れていますか。3.7 

▲授業の終わりにその時間の学習内容を振り返る
活動が行われていますか。2.8 

▲あなたは、家庭学習の目標時間（１年100分、2年1
10分、3年120分）達成のため、計画を立てて取り組
みましたか。2.8 

【保護者】 
〇学校は、定期検診結果の通知や保健だより等で、生涯にわ
たった健康づくりに関する取組がなされていますか。3.2 
〇お子さんは、学校行事や生徒会活動、専門部活動
にやる気をもって取り組んでいますか。3.1 

▲ご家庭では、お子さんが決めたメディアコントロー
ルに取り組めましたか。2.4 

▲お子さんは、家庭学習の目標時間（1年生100分、2
年生110分、3年生120分）達成していますか。2.7 

【教職員】 
〇アレルギー対応や衛生管理、危機管理マニュアルを含む給
食指導及び食育教育のよりよい推進に努めているか。3.6 
〇学校は、いかなる信用失墜行為も発生しないように、同
僚性を高めた服務規律の厳正確保に取り組んでいるか。
3.8 
▲学校では、学年や生徒の実態に応じた計画的・系統的
なキャリア教育の充実が図られているか。2.8 
▲あなたは、小中一貫教育の意義を理解し、主体的・計画
的に取り組んでいるか。2.9 

  島立ちを前に～性の在り方を考える　

　１月９日（木）、甑島振興局保健師の山元万喜
さんをお招きし、３年生を対象にした「思春期教
室」を行いました。異性との適切なつきあい方、
妊娠出産、性感染症、デートDVなどのお話を専門
的な立場から教えていただきました。授業を通し
て、お互いの心を大切にすること、自分一人では
解決できないこ
とも多く、相談
できる人の必要
性や相談場所も
あることも知る
ことができまし
た。多くの３年
生の保護者も参
加しました。 

冬来たりならば春遠からじ～56日間の３学期始まる 

　 北西の季節風が吹き荒れ、厳しい寒さが続いてい
ます。そのような中にも、鉢の中のパンジーが寒さに
耐えながら花を咲かせている姿があり、心を和ませ
てくれます。 
　 さて、１月８日に始業式が行われ、各学年代表の
生徒が冬休みの思い出と決意を述べましたので紹
介します。「高校生の兄が帰郷し、家族で年越しそば
を食べながら、高校生活の話をした。」 「３学期は、
スマホ使用時間を制限し、テスト期間以外でも勉強
の時間を増やす。」「島立ちも近づいてきているの
で、１日１日を大切に過ごし、友達や家族との時間を
大切に過ごし、後悔しない３学期にしたい。」と各々
が力強く述べました。加藤校長は、各学年ごとにある
べき姿を語り、生徒たちは真剣に耳を傾けていまし
た。 
　 冒頭に掲げた「冬来たりならば春遠からじ」という
諺は、「つらい時間を乗り越えれば、やがて楽しい時
期がやってくる。」という意味があります。特に、３年
生は、この諺を胸にもうひと踏ん張りしてください。 
　 いよいよ年度末を迎え、寒さも一段と厳しさを増し
ますが、健康に十分留
意して、冬の大地にしっ
かりと根を張る草木の
ように、自分の足場を固
め、新しい学年を迎える
準備をしましょう。

高校生活はどんな感じ？高校生へのアンケートより 
　中学生が高校生の様子を知るために、卒業生に
アンケートを依頼したところ11名の卒業生から回
答がありました。それを見ると、高校では中学校に
ない楽しみがある、勉強や部活動で中学校以上に
忙しいとありました。また、島立ちもあるので、家庭
や仲間のとの絆をしっかりつくってほしいとありまし
た。裏面に掲載しますので、将来のことを考える参
考にしてください。協力してくださった卒業生の皆さ
ん、ありがとうございました！

             
           　 

             

５日(水) テスト前部活動停止期間（～13日） 

12日(水) 学年末テスト（～14日) 
18日(火) 夢の１００字作文  

20日(木) １・２年学年ＰＴＡ

※※里中学校ホームページhttp://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/及び里中学校公式ブログhttp://blog.goo.ne.jp/sato-j_2012も御覧ください※※

令和６年度　『顔には笑顔　胸には感謝　背中には誇り』　鹿児島県薩摩川内市立里中学校

市青少年フレッシュ体験事業に参加 

　本市出身の有島家の学習と北海道の自然を体感
しながら、ニセコ町の少年たちと交流を図る事業に1
2月25日から4日間の日程で、1年生の塩田瑞歩さ
んが団員として参加しました。参加した瑞歩さんは、
「有島兄弟の足跡からニセコ町と本市の絆の強さや
厳しい自然の中でたくまし
く生きるニセコ町の人々の
様子を知るなど有意義な
体験になりました。」と感
想を述べていました。


